
   

  

  

 

 

    

「ピンチはチャンス！」～最近の出来事から～   校長  大 山 紀 子 

 

10月 20日に、各都道府県教育委員会教育長等に向けて文部科学省から「学校 

が保護者等に求める押印の見直し及び学校・保護者等間における連絡手段のデ

ジタル化の推進について」という通知文が出されました。それによると、現在政

府がデジタル時代に向けた規制・制度見直しの一環として、書面主義、押印原則

等に関する官民の規制・制度や慣行の見直しを進めている現状を受け、各学校

でも押印の省略及び学校・保護者間における実情を踏まえつつ、「可能なところ

から、押印の省略及び学校・保護者間における連絡手段のデジタル化に向けた取り組みを進めていただ

くようお願いいたします」とのこと。この動きは、以前からあったかもしれませんが、新型コロナウイル

ス感染症の感染状況が影響していることは否めないのではないでしょうか。 

今まで学校では、特に重要な案件（お金に関わること、健康＝命にかかわることなど）に関しては保護

者の方に記名と押印をお願いしていました。しかし、今後は萩生田文部科学大臣の臨時記者会見にある

「来年が学校現場での ICT元年」に向け「慎重に一つ一つ検証しながら、できることを移行していく」よ

うにしていきます。 

デジタル化といえば、今回の「あつ庭」に関しては、保護者の方へぜひ子供たちの様子を発信したいと、

Google classroom の活用も進みました。春の臨時休業のホームページの課題配信に始まり、現在、運

動会が実施されていたらここまでの作品は作れなかった、というような素晴らしい内容の(手前味噌です

が・・・)ものが投稿されています。全校が一堂に会すことのできない子供たちに向けて、「こんな応援を

しよう！」という応援団からのメッセージ動画は、きっと子供たちの気持ちを高揚させてくれていると

思います。6年生の演技はぜひ、全校で見たい、との考えから、校庭、教室の窓、屋上に他学年の児童を

割り振って、鑑賞するという企画も決まりました。 

先日行われた 5 年生の稲刈り。今年は田植えができなかったのですが、その分も子供たちは事前に農

業委員会の作成したビデオをもとに気合を入れて学習し、当日は農業委員会の人が感嘆するほど集中し

た手際よい作業で、予定より 1 時間早く終了しました。例年は一駅電車に乗る 4 年生の矢川探検。交通

機関を使うよりリスクを少なくすることを考えて、徒歩での往復となりましたが、お天気もよく、遠足気

分で無事行ってくることができました。同行してくださった桜守の大谷さんからも、たくさんの生き物

が見付かり、良い学習ができたとのお話を伺いました。 

先日、文科省、国交省から「校外学習のバスの使用」について、隣の席に児童を座らせても安全である

という見解が出されました。今後緩和された部分はしっかり生かし、たとえ制限された中でも工夫を重

ねることで子供たちに主体的、対話的で深い学びの機会を提供していこうと教員一同思いを新たにした

次第です。 
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 先だってお出しした「校長室だより」でお知らせしたように、11 月第 2 週と第 3 週で校庭での体育の授業を
参観いただく「体育授業公開週間」を設けました。お時間が許せばせひお越しください。 
 校舎内に来ていただく参観は、残念ながらまだ始めることはできませんが、社会情勢を鑑みつつ国立市教育
委員会と国立市小・中学校長会で協議し、どのようにしたら参観をしていただけるのか、考えていきますので、
どうぞご理解ください。 
 なお、お子さんのことで気になることがおありの場合は、小さなこととお思いでもご遠慮なく担任までご連
絡ください。お話をさせていただき、必要に応じて教室の様子を参観していただくことも可能です。どうぞよ
ろしくお願いいたします。 



  

 

 

 

 

今年度から本校では「校内研究」を通して、全教員で国語の「書くこと」領域の授業改善に取り組んで

います。研究主題では、本校の児童の実態や教育目標、昨年度までの研究の課題等を踏まえ、『相手や目

的を意識して(誰に向けてなのか、何のためになのかを認識して)、考えや思いを表現できる児童を育むこ

と』に、重点を置いています。 

日々の授業は、児童に語彙を増やすための指導法や、表現をすすんでしたくなるような教材の開発、教

師の発問や学習形態などの様々な工夫を考え、授業を進めています。 

研究授業は、すでに中学年（４年生）、高学年（５年生）は終わり、その成果と課題について協議しま

した。次回は 1１月１９日に低学年（２年生）が行います。来年、1月２６日には講師の先生をお招きし、

国語の授業について教員向けの学習会も実践します。 

日々の授業実践を中心に、研究の成果が子供たちのよりよい成長につながるよう、これからも引き続き

全教職員で取り組んでいきます。 

相手や目的を意識して、考えや思いを表現する児童の育成 

～「書くこと」領域の授業改善を通して～ 

研究主題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊１１月の行事予定＊＊＊＊＊ 

※社会状況に応じて、変更となる可能性があります。その都度、メールや学年だより等でお知らせいたします。 

 

＜「classroom」や学校からのお便りに記載されている児童や教職員に関する個人情報についてのお願い＞ 

個人情報保護の観点から、掲載された情報や映像につきましては、本人・ご家族で 

見ること等に限定し、SNS、ブログ、ホームページ、動画投稿サイト等インターネット上 

へ転載や、メールやラインへの添付、データの保存等を固く禁止します。ルールの遵守 

と一層のマナーの向上にご協力ください。ご理解よろしくお願いいたします。 

２日（月） 

３日（火） 

５日（木） 

６日（金） 

１０日（火） 

１３日（金） 

１４日（土） 

１６日（月） 

１８日（水） 

１９日（木） 

２３日（月） 

２５日（水） 

２６日（木） 

２８日（土） 

３０日（月） 

委員会活動 安全指導 

○祝  文化の日 

全学年・歯科検診 

読書月間終 ６年・市議会見学（午後） 

避難訓練 

５年・SOSの出し方教室（３校時） 

４時間授業 

クラブ活動 PTA運営委員会 10:00 

６年・弁護士による いじめ防止教室 

午前授業・２年 1組研究授業（５校時）校内研究会 

○祝  勤労感謝の日 

1年・給食センター校外学習 

５年・理科キャリア教育（５-６校時） 

３時間授業 ６年・租税教室（１-２校時） 学校評議員会①11:30 

委員会活動(１２月分) 

研究主任 十塚 健吏 


